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河川の維持管理業務は，2次元の河川カルテを基盤として実施されており，3次元データを利用するメ

リットが十分には理解されていなかった．河川維持管理において，施設の形状を3次元データで表現する

ことによって，多視点からの形状確認や任意断面での断面把握という活用が可能となる．そこで，本研究

では，河川カルテを調査して3次元データに関連付けて可視化すべき情報を抽出し，点群データから生成

した3次元データを用いた河川維持管理の可視化環境を提案する．そこでは，点群データを用いることに

よって，3次元の任意断面において河川カルテの情報を参照したり，被災時には3次元データを用いた差分

検出結果を参照したりすることによって，河川維持管理業務の効率化が期待できる． 
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1. はじめに 

 

河川の維持管理業務は，2次元の河川カルテを基盤と

して実施されており，3次元データを利用するメリット

が十分には理解されていなかった．河川カルテ1)は，工

事成果・工事履歴，定常的な点検，平常時巡視，出水・

地震時の巡視・点検，通報などの情報の集約である．河

川維持管理業務において，施設の形状を3次元データで

表現することは，多視点から形状を確認することや任意

断面での断面把握を行うことができ，管理業務の効率化

への期待効果が大きい．LP（Laser Profiler）やUAV

（Unmanned Aerial Vehicle）に搭載されるカメラの計測に

より取得可能な点群データを用いることによって，3次

元の任意断面において河川カルテの情報を参照すること

が可能となる．また，被災時には，3次元データを用い

た差分検出結果を参照2)することができる．河川カルテ

を3次元データに関連付けて利用する効果が大きい場面

として，平常時の河川巡視，堤防点検，災害時の点検が

挙げられる． 

国土交通省水管理・国土保全局では，河川維持管理業

務を支援するため，河川維持管理データベースを構築し

ている．その事例として，河川維持管理データベースシ

ステム3)（RMDIS: River Management Data Intelligent System）

があり，全地方整備局でデータベースの構築が進められ

ている． 

以上の状況を鑑みると，河川維持管理において3次元

データを活用して業務を高度化するために，3次元デー

タと河川維持管理に係わる情報を関連付けて可視化する

ことが必要である．そこで，本研究では，河川カルテを

調査して3次元データに関連付けて可視化すべき情報を

抽出し，点群データをもとに生成した3次元データを用

いた河川維持管理の可視化環境を提案する．  

 

 

2. 本研究の概要 

 

本研究の手順を図-1に示す．まず，河川カルテを調査

し，3次元データに関連付けることの効果が大きい河川
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管理情報を抽出する．次に，抽出した情報と3次元デー

タを統合して，可視化環境を提案する．ここでは，平常

時における河川維持管理を目的として河川カルテを参照

する機能と，災害時における変状箇所の把握を目的とし

て変状箇所の3次元データを可視化する機能を提案する．

3次元データは，点群データから生成した河川施設4)と，

災害時の差分検出結果から生成した変状箇所のデータを

用いる．最後に，可視化環境を用いて河川管理者と協議

を行い，本提案の適用可能性を考察する． 

3. 3次元データに関連付ける河川維持管理情報の 

整理 

 

河川カルテには基本カルテ，経時カルテ，施設カルテ

の3種類がある．各カルテの概要を次に示す． 

 基本カルテ 

基本カルテは，河川の実態に関する基礎情報を記載し

たもので点検結果を記入する．対象区間には，場所を示

す位置（距離標）情報が記載される．点検結果や工事履

歴などには，3次元データとの関連が想定される「堤防

などの形状」に関する内容が記載される． 

 経時カルテ 

経時カルテは，堤防，護岸，河道などに係る変状の経

過を箇所ごとに記入する．状況の項目には，3次元デー

タとの関連が想定される「堤防などの形状」に関する内

容が記載される． 

 施設カルテ 

 施設カルテは，河川管理施設に係る変状の経過を施設

ごとに記入する．基本情報のうち，施設名称および位置

は，基本カルテにも記載されていないことがあるため，

基礎情報として有効であると考えられる．施設諸元およ

び一般図は，樋門・樋管などの施設形状を把握するため

の基礎情報として有効であると考えられる．  

 基本カルテ98件，経時カルテ1,204件，施設カルテ244

件の河川カルテを調査し，河川カルテの内容の重要度，

入力規則性，状態の重要性などを参考に，3次元データ

に関連付ける河川維持管理情報を表-1に整理した．基本

カルテでは，河川カルテの情報と3次元データを位置情

報により関連付ける「距離標」，平面図上での位置の把

握が可能な「番号」，異常・変状の起きている「対象」，

今後の対応の参考となる「状態」などの内容を3次元

CADデータに付与すべき情報とした．経時カルテおよ

び施設カルテでは，基本カルテに記載されないが付与す

べきと考えられる情報を抽出した．例えば，異常・変状

の規模を示す「寸法」，視覚的な把握が可能な「写真」，

詳細な場所の情報である「左右岸」，「位置」などであ

る．災害時には，これらの河川カルテの情報に加え，巡

視結果や点検結果，洗掘状況などの緊急性を有する情報

が必要である． 

 

 

4. 河川カルテと3次元データを用いた河川維持管 

理の可視化環境 

 

本章では，まず，平常時の活用を想定して河川カルテ

と3次元データを用いたカルテ機能を提案する．次に，

災害時の活用を想定して変状箇所を可視化する機能を提

案する．そして，これらの提案について河川管理者と協

 

河川カルテと3次元データを用いた河川維持管理の可視化環境

3次元データの生成

災害時の差分検出

河川カルテから
抽出した情報

変状箇所の
3次元データ

河川カルテ複数の点群データ

3次元データに関連付ける
河川維持管理情報の整理

本
研
究
範
囲

河川カルテから可視化箇所の選定

複数の3次元データ

河川維持管理における可視化環境の適用可能性の検討

平常時のカルテ機能 災害時の変状箇所可視化機能

 

図-1 研究手順 

表-1 3次元データに付与すべき情報一覧 

カルテ 分類 項目 細項目 

基本 

カルテ 

基本

情報 
対象区間（距離標） 区間 

工事

履歴 
工事履歴 

年月，工事名，左右

岸，位置（距離） 

点検

結果 

河道の変動状況 番号，対象，状態 

水衝部の発生位置 番号，対象，状態 

洗掘の状況 番号，対象，状態 

堤防の異常・変状 番号，対象，状態 

施設本体及び周辺の

異常・変状 
番号，対象，状態 

経時 

カルテ 

基本

情報 
番号 番号 

点検

結果 

調査場所 
番号，左右岸， 

距離，対象 

状況 
対象，内容，寸法，

写真 

施設 

カルテ 

基本

情報 
番号 番号 

施設

情報 

位置 左右岸 

一般図 平面図 

点検

結果 

点検等箇所 対象 

状況 
対象，寸法，内容，

写真 

措置方策 状態 
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議し，河川維持管理に必要な技術や情報などを検討した． 

 

(1) 平常時のカルテ機能 

3次元データと河川カルテから抽出した情報を関連付

けて可視化する環境には，Google Earthを採用した．可視

化環境の機能を図-2に示す． 

a) 基本機能 

本システムは，生成した3次元データをKMLに変換し，

Google Earth上に展開する．Google Earthを用いることに

よって，河川事務所でも既存の航空写真と3次元データ

を重ね合わせて閲覧できる．また，3次元データを選択

することによって河川カルテの各種情報を閲覧できる． 

b) 点検箇所入力機能，要観察箇所確認機能 

点検箇所入力機能では，3次元データ上に点検箇所の

位置座標を入力する方法と，番号とそれに対応する位置

座標を入力する方法を採用する．一方，要観察箇所確認

機能では，要観察箇所の位置にマーカをプロットし，そ

のマーカを選択して要観察箇所の情報を表示する． 

c) 基本カルテ確認機能 

基本カルテ確認機能では，3次元データを選択するこ

とにより，その地点の基本カルテを表示する． 

d)  経時・施設カルテ機能，横断形状確認機能 

経時カルテ機能では，要観察箇所を対象に最新の情報

を表示する．施設カルテ機能では，施設に関する情報と

その点検結果を示す．横断形状確認機能では，3次元

データに含まれる管理・任意断面の横断図を示す． 

 

(2) 災害時の変状箇所可視化機能 

災害時は，増水に伴う異常洗掘によって河川施設の形

状が変形する．3次元データを用いて河川の平常時巡視

のみならず災害時に変状箇所を把握し，可視化すること

を目的として，Google Earthを用いて災害前後の二時期の

3次元データの差分検出結果を可視化する環境を構築し

た．変状箇所の3次元データをKML形式に変換し，

Google Earth上に可視化した結果を図-3および図-4に示す．

図-3では，河川流域の施工現場を被災地と仮定し，施工

途中の二時期の点群データから変状箇所の3次元データ

を生成した．図-4では，大規模な土砂災害発生箇所にお

ける災害前後の点群データから変状箇所の3次元データ

を生成した．図-3および図-4の二点鎖線部分は土量が増

加している箇所，破線部分は土量が減少している箇所を

示す．図-3より施工によって斜面整形が進んだ箇所と土

量が堆積した箇所を確認できる．また，図-4より斜面崩

壊によって高所の土砂が低所に流れたことが確認できる．

これらの結果から，差分検出結果を3次元によって可視

化することの有用性が示唆される． 

これらの任意箇所に河川カルテ情報を関連付ければ，

変状箇所の平常時の状況を閲覧し，災害時に現場巡視や

点検を行った結果を登録し閲覧する環境を構築できる．

Google Earthは誰でも利用できるツールであるため，河川

管理者が専用ツールを使わなくとも容易に状況を確認で

きる．ただし，Google Earthに可視化結果を反映するため

には，土量の増減の色を設定する作業が必要であり，

マーカなどによって各種情報を登録する機能や，変状箇

所を見つけた場合に，類似箇所を自動的に発見する機能

などを利用するためには，システムの作り込みが必要で

ある． 

 

 

5. 河川維持管理における可視化環境の適用可能 

性の検討 

 

 提案の可視化環境を用いて，河川管理者と協議した結

果をもとに，河川維持管理における可視化環境の適用可

能性を考察した． 

 

○○川 2.0k～3.0k

堤防の異常・
変状

河道の変状 洗掘の状況
施設の異常・

変状
工事履歴経時情報

１
国土交通省

２
国土交通省

施設情報

横断形状 2.0k 3.0k 任意断面

クリック

番号 左右岸 距離 対象 状態 寸法 写真

5 左岸 2.0k+50m～100m 堤防護岸 クラック 0.005m×15.0m 画像1 画像2

10 右岸 2.0ｋ～2.2ｋ 表法面 覆土の流出 幅12ｍ×長さ200ｍ 画像1
12 右岸 2.0ｋ+50m～100m 裏法面 侵食 幅6ｍ長さ88ｍ 画像1 画像2
14 … … … … … …

<<要観察>>

番号 施設名 点検箇所 状況 施設諸元 一般図 写真

2 ○○排水機 樋門階段部 クラック0.014m長さ20.0m 施設諸元 平面図　側面図 画像1 画像2

<<要観察>>

経時カルテ
機能

基本カルテ確認機能

施設カルテ
機能

横断形状
確認機能

番号 左右岸 距離 対象 状態 寸法

5 右岸 2.0k+100m 取付後岸 クラック・沈下有り

<<要観察>> 2.0k～3.0k 堤防の異常・変状

3次元データ

{点検箇所/要観
察箇所}のマーカ

Google Earth

要観察箇所確認機能

 

図-2 可視化環境の機能 

（Google Earth / Image © 2015 DigitalGlobe） 
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(1)  河川維持管理業務の効率化  

 河川維持管理業務の効率化においては，河川巡視や点

検などの業務での問題点と注視する点の理解向上のため

に，現地で確認すべき箇所と内容をより明確にし，点

検・巡視の効率化を図ることが考えられる．そのために，

次の可視化環境の活用方法を提案する． 

 3次元データから当該地点の河川カルテDB（基本

カルテ，経時カルテ，施設カルテ）を参照する 

 タブレット端末を用いて点検業務を支援する 

 スマートフォンやタブレット端末などのスマートデバ

イスを用いた現場業務支援として，大規模河川の点検は

点検要領やマニュアルによって体系化されているため，

点検者が要領・マニュアル類を現場の点検時に参照する

ことが考えられる．また，構造物DBのうち，特に堤防，

機械・電気通信，河川構造物台帳および河川カルテの各

DBをもとに，点検時に注視すべき箇所である管理重点

箇所を点検者に表示することにより，効率化だけでなく

高度化にも寄与することが期待される． 

 

(2)  河川維持管理業務の高度化 

 3次元データを用いることによって，次に示す高度化

が期待できると考える． 

 任意断面で縦横断図を生成できるようになり，面

的かつ連続的に断面を把握できる 

 災害時に，被災した場所の変状状況や時系列的な

変化が迅速に把握できる 

 さらに，管理重点箇所を可視化して3次元データから

記録することにより，業務の引き継ぎや新人職員への教

育に利用できる．  

 

(3) 河川維持管理業務以外への展開 

 河川維持管理業務以外に3次元データを活用する場面

として，可視化環境の利用展開を考えた． 

 河川環境のシミュレーション 

 環境DBである水辺の国調，生物調査，環境要因の各

DBを可視化環境から参照し，樹木伐採による流下能力，

水位低減効果などの可視化やシミュレーションを行う．

また，河川環境の改善活動の可視化環境として利用する． 

 住民説明 

 河川点検の実施状況の公開やハザードマップ作成の基

礎データとしての利用が考えられる．また，住民が水害

リスクを的確に認識し，迅速な避難行動をとるために危

険な箇所を3次元で表示する． 

 

 

6. おわりに 

 

本研究では，河川の維持管理の効率化と高度化を目的

として，点群データによる3次元データを用いた河川維

持管理の可視化環境を提案した．まず，河川カルテを調

査して3次元データに関連付ける情報を整理した．そし

て，平常時と災害時における3次元データを用いた可視

化環境を提案した．最後に，河川管理者と協議を行い，

本提案の適用可能性を考察した． 

河川管理者が容易に利用できる可視化環境として

Google Earthを採用したが，可視化環境の実用化には，シ

ステムの構築の容易性や情報の登録，システムの操作性

などの面で課題もある．これらを考慮して，システムを

実装し，河川管理者における運用実験を行う予定である． 
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図-3 施工現場における可視化結果 
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図-4 土砂災害箇所における可視化結果 
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